
立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
晋
）
，

一
一
八
二
（
八
一
六
）

フ
ィ
リ
ヅ
プ
・

シ
ド
ニ
ィ
に
就
い
て
．

岡
　
　
橋

祐

　
フ
イ
リ
ヅ
プ
・
シ
ド
ニ
ー
（
ｏ
○
宇
－
ま
Ｈ
号
○
〇
一
穿
｛
）
は
一
五
五
四
年
に
生
ま
れ
、
一
五
八
六
年
に
戦
傷
の
た
め
に
死
ん
だ
。
そ
の

生
存
の
期
間
は
僅
か
に
三
十
二
年
間
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
生
涯
は
外
面
的
な
波
潤
に
富
ん
だ
両
白
さ
が
な
く
、
幅
と
広
さ
を
欠
く
が
、

清
純
に
し
て
謹
厳
で
あ
り
、
し
か
し
偏
狭
で
な
く
、
教
養
は
そ
の
経
歴
が
示
す
が
如
く
、
英
国
的
で
あ
る
と
共
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
的

ノ
」
あ
っ
た
。

　
彼
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
時
代
の
代
表
的
な
騎
士
的
宮
廷
人
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
り
、
外
交
官
で
あ
り
、
ま
た
詩
人
で
あ
り
、
詩

論
家
で
も
あ
っ
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
生
涯
は
そ
の
年
代
の
示
す
通
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
御
代
に
包
含
さ
れ
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
父
で
あ
る
ヘ
ン

リ
ー
八
位
の
死
ん
だ
の
は
一
五
四
七
年
で
あ
り
、
エ
ド
フ
ー
ド
六
世
（
一
五
四
七
　
　
一
五
五
三
）
　
（
母
は
－
嘗
目
。
ｏ
ｏ
、
＼
旨
。
胃
で

エ
リ
ザ
ベ
ス
の
異
母
弟
）
と
、
メ
ァ
リ
（
一
五
五
三
　
　
一
五
五
八
）
（
母
は
Ｏ
邑
尋
｛
冨
ｏ
｛
＞
、
一
、
胴
。
一
一
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
異
母
姉
）

の
二
つ
の
短
か
い
治
世
を
経
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
二
十
五
歳
で
即
位
し
た
の
は
一
五
五
八
年
ノ
し
あ
り
、
そ
れ
は
シ
ド
ニ
ィ
の
生
後
四

年
を
経
た
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
ま
た
英
国
艦
隊
が
ス
ペ
ィ
ン
の
無
敵
艦
隊
を
破
つ
て
海
上
権
を
確
立
し
た
の
は
一
五
八
八
年
ノ
。
シ



ド
ニ
ィ
の
死
後
二
年
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
　
一
体
、
ヱ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
時
代
と
い
う
の
は
、
英
国
の
歴
史
に
於
て
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
特
徴
を
一
言
で
言
え
ば
、

氏
族
意
識
の
昂
揚
と
個
人
意
識
の
発
揚
で
あ
る
。
こ
の
点
に
就
い
て
、
○
．
芦
、
ウ
睾
ｏ
々
彗
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
、
。
、
｝
◎
・

鳥
鼻
昌
一
窃
勺
婁
旨
２
呉
婁
卑
¢
曇
旨
宇
昌
窃
７
邑
げ
Ｏ
彗
。
。
Ｈ
◎
考
与
芹
婁
一
品
序
０
｝
轟
Ｈ
事
“
◎
書
Ｈ
穿
軍
星
ま
量
Ｈ
睾
寝
冒
｛
◎
青

８
９
¢
忌
昌
◎
｛
旨
彗
．
。
竈
ま
｛
８
。
。
８
一
ｇ
さ
ぎ
忌
襲
８
・
二
ぎ
“
◎
茅
婁
９
８
３
・
量
９
署
睾
彗
◎
己
婁
竃
ｑ
８
｛
冒
き
◎
舅

婁
臣
ｏ
げ
げ
９
｛
げ
¢
¢
目
｛
箏
ｏ
巨
Ｈ
０
２
け
¢
｛
げ
＼
一
プ
¢
Ｏ
ｐ
亭
◎
Ｈ
庁
Ｏ
巨
曽
ｏ
サ
い
旨
己
－
げ
ｏ
守
自
｛
昌
◎
ヴ
｝
唖
算
｛
◎
戸
声
目
◎
箏
胴
け
げ
¢
♂
Ｈ
ｏ
鶉
ｏ
【
¢
斗
才
¢
◎
｛

茅
。
。
ｏ
竃
¢
◎
｛
量
ぎ
昌
◎
＆
考
ｇ
¢
茅
冒
困
Ｈ
写
ｏ
ｏ
昌
旨
昌
－
・
婁
二
一
さ
ヨ
轟
、
。
・
、
§
８
彗
ｑ
亭
¢
竃
轟
。
。
・
ｏ
◎
冒
貫
序
¢

ぎ
一
冨
巨
臣
胃
８
一
豪
¢
ｏ
二
一
き
鳥
勺
嚢
ｇ
§
才
鶉
◎
｛
象
け
彗
；
巨
嚢
彗
｝
げ
ｏ
…
南
♂
ヲ
亭
¢
量
ま
量
Ｈ
ｏ
◎
昌
ｏ
－
◎
｛
睾
７

麦
旨
雪
二
手
¢
目
署
ｏ
Ｈ
◎
串
－
一
品
一
己
曇
ｑ
ヴ
婁
＆
ｇ
－
曇
ぎ
量
；
き
毎
ま
一
三
旨
冒
宣
寝
Ｈ
◎
轟
彗
マ
串
ま
目
二
ぎ
目
署
睾
ｏ
邑
暮
ｏ

§
｛
手
ｏ
目
婁
Ｈ
彗
碧
素
¢
８
冒
冒
昌
ざ
曽
－
チ
腎
一
一
・
ｐ
冒
邑
ぎ
亭
ｏ
洋
艘
◎
目
ｏ
；
ぎ
、
－
一
一
己
◎
二
昌
量
昌
昌
ぎ
｛
争
◎
Ｈ
肇
＆
◎
『

宗
冒
８
薫
＆
２
Ｈ
二
◎
言
｝
一
ｇ
芽
一
二
一
ま
ミ
ｇ
＆
７
け
毒
彗
｝
二
己
一
・
事
邑
ｐ
■
｛
け
ざ
ｏ
。
葦
９
旨
ｇ
げ
葛
羊
◎
豪
“
竃
茅
旨
毛
７

勺
ミ
＆
ａ
竺
邑
昌
言
邑
Ｈ
“
ぎ
二
３
邑
事
言
馨
二
訂
｛
昌
一
・
竃
量
一
彗
ｑ
（
｝
邑
．
、
－
一
ぎ
－
ム
旨
邑
し
Ｏ
序
彗
品
¢
け
・
け
昌
Ｏ
二
旨
箒
豪
Ｏ
与

量
ぎ
量
Ｈ
彗
｛
葦
¢
舅
ｏ
Ｈ
＼
一
邑
｛
・
巨
量
豪
ぎ
、
、
（
○
．
嵩
」
一
８
き
々
彗
一
雷
季
¢
｛
◎
｛
崇
－
牡
彗
９
℃
二
撃
＞
オ
撃
彗
ｏ
岸
ｏ
多
＆

｝
睾
｛
昌
．
－
ら
暴
冒
彗
－
ｇ
。
二
｝
屋
彗
亭
ｏ
◎
．
Ｈ
８
ｏ
）

　
　
ま
こ
と
に
簡
に
し
て
要
を
得
た
概
観
，
で
あ
る
が
、
我
六
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
う
い
う
時
代
の
知
的
糖
神
的
側
両
で
あ
る
。

　
　
こ
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
の
知
的
構
神
的
側
面
を
特
徴
付
け
る
も
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
ル
ネ
ッ
サ
ソ
ス
と
宗
教
改
革
と
ノ
し
あ

る
。　

　
　
　
フ
ィ
リ
ツ
，
プ
・
シ
ド
；
イ
に
就
い
て
（
岡
楡
）
　
　
・
　
　
　
’
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
三
（
八
一
七
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
暑
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
（
八
一
八
）

　
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
は
科
学
的
探
求
心
を
含
め
て
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
の
知
識
と
精
神
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
伊
太
利
か
ら

移
植
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
伊
太
利
に
於
て
は
、
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
人
と
ジ
ェ
ズ
ィ
ツ
ト
派
の
圧
力
に
よ
つ
て
萎
縮
し
つ
つ
あ

っ
た
。
そ
れ
は
英
国
に
於
て
新
た
に
開
花
し
た
の
で
あ
る
。
（
ｐ
芦
岸
撃
¢
与
彗
一
。
宇
。
芦
甲
ｃ
。
窒
）
そ
れ
は
一
般
に
教
養
人
の

知
的
財
産
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
を
通
じ
て
言
は
ば
一
つ
の
８
。
。
冒
◎
勺
◎
奉
竃
Ｈ
｛
目
巨
｛
。
を
造
り
出
し
て
い
て
、
其
処
に
住
む
人
点

は
選
ば
れ
た
人
六
で
あ
っ
た
。
、
、
弓
巨
吻
８
署
一
）
｝
ｏ
（
ｓ
、
ミ
・
、
ミ
暮
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ヘ
ミ
ヘ
）
。
。
。
↓
、
一
巨
｛
。
。
プ
、
｛
岸
。
。
。
宗
｝
目
串
目
一
、
、
。
勺
、

己
旨
富
ニ
ミ
祭
◎
二
｛
『
ｏ
冒
○
与
事
己
芹
ｏ
彗
山
８
旨
召
昌
芽
ｏ
与
昌
芽
轟
事
１
｛
目
岸
竃
｛
目
ｇ
。
｛
芹
｝
。
。
。
弐
、
、
目
。
。
尋
、
、
、
嘗
吻
。
Ｈ
、
。
“

勺
８
喜
多
二
乏
彗
ら
書
菱
三
７
目
婁
き
プ
ニ
…
一
；
｛
胃
員
手
、
§
雲
。
一
。
二
。
曇
。
吻
讐
旨
＝
、
。
尋
賞
、
。
｛

ｑ
８
蔚
色
｛
ｏ
プ
老
¢
巨
◎
旨
曽
昌
一
旨
ｏ
亭
ｇ
崇
、
、
（
，
－
一
．
旨
．
■
巨
穿
２
Ｈ
一
｝
目
困
茅
プ
冒
昌
ｐ
目
｛
穿
ｏ
ｏ
Ｈ
蕩
。
。
｛
ｇ
－
■
昌
婁
ｏ
¢
目
８
し
目
一
一
ざ

０
２
邑
一
。
己
零
匡
季
ｏ
｛
◎
｛
司
目
困
豪
フ
巨
箒
§
；
員
く
◎
Ｈ
．
昌
一
や
－
Ｏ
津
旨
巨
。
鼻
。
暮
穿
¢
冒
才
、
圭
９
弓
、
。
。
。
。
。
．
Ｈ
８
Ｎ
）
本
稿
の

主
題
で
あ
る
フ
ィ
リ
ツ
プ
・
シ
ド
ニ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
選
ば
れ
た
人
友
の
一
人
、
し
か
も
最
も
優
秀
な
一
人
イ
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で

一
般
大
衆
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
大
衆
を
精
神
的
に
指
導
し
た
の
は
、
聖
書
で
あ
っ
た
。
一
体
、
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
各
国
を
通
じ
て

宗
教
改
革
の
指
導
者
（
ド
ィ
ツ
の
ル
ツ
タ
ァ
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
於
け
る
ヵ
ル
ヴ
ィ
ン
、
ス
ィ
ス
に
於
け
る
ツ
ウ
ィ
ン

グ
リ
、
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
に
於
け
る
ノ
ツ
ク
ス
）
が
主
張
し
た
主
眼
点
は
、
化
体
説
（
苧
。
｛
。
。
け
、
チ
、
。
、
“
、
、
目
・
。
一
、
げ
。
。
け
、
ま
、
ユ
。
目
）
、

永
貞
童
女
マ
リ
ア
の
巣
拝
及
ロ
ー
マ
教
皇
の
至
上
権
の
排
撃
、
聖
書
の
一
般
的
便
用
と
権
威
の
確
立
、
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
せ
ら
れ

る
必
要
（
手
¢
篶
＆
◎
二
畠
け
弐
Ｓ
“
｛
昌
）
で
あ
っ
た
。
（
０
Ｄ
オ
勺
；
Ｈ
雷
睾
毒
ご
一
一
一
嵩
○
ｘ
♂
己
Ｏ
◎
旨
勺
、
ま
。
目
け
。
向
轟
｝
。
。
一
一
■
ざ
、
、
、
斤
、
一
、
、
一

ラ
雷
９
一
一
～
己
■
津
｛
◎
員
Ｈ
８
９
０
〆
３
『
ｑ
註
匡
５
０
Ｈ
彗
ｏ
己
昌
岸
頓
。
。
・
）
ン
、
し
て
こ
の
聖
書
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
御
代
の
終
り

ま
ノ
し
に
、
一
般
の
英
国
人
に
と
っ
て
は
、
書
物
の
中
の
書
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
．
い
事
一
・
ｇ
。
。
プ
。
（
ヨ
｛
、
一
一
ヴ
。
昌
、
）
庄
。
ｐ
匡
、
。
旨
ム
、

、



◎
・
茸
◎
；
訂
ｄ
轟
Ｈ
李
冨
零
・
宗
＝
プ
彗
邑
く
霧
轟
胃
｛
ｇ
“
冒
ｏ
豪
雪
亘
彗
ｏ
讐
胴
曇
一
；
一
…
訂
；
｛
茅
冒
葦
冒
宝
く
ぎ
弩
監
－

口
ｑ
｛
ｏ
豪
享
鶉
げ
箒
＆
昌
里
一
・
庁
彗
ｏ
－
、
・
ミ
胃
罠
８
汗
、
、
（
○
・
声
一
一
；
き
与
彗
；
Ｈ
・
．
ユ
ゴ
や
ｃ
◎
¢
Ｎ
）
ン
、
し
て
ま
た
、
当
時
の
教
養

人
と
一
般
大
衆
の
知
的
位
置
に
つ
い
て
、
宇
望
Ｏ
与
彗
は
次
の
よ
う
に
圭
言
っ
て
い
る
。
　
、
．
勺
◎
・
Ｏ
く
¢
ｑ
ヨ
も
邑
…
彗
・
争
◎
｝
一
邑

『
§
｛
ｏ
り
巳
目
¢
Ｈ
冒
０
Ｑ
勺
ｏ
舅
ｇ
一
冒
フ
２
ｏ
ｏ
．
８
目
０
Ｄ
プ
津
斤
ｏ
毛
§
冒
曽
ｏ
言
ら
ま
手
ｏ
Ｏ
Ｈ
◎
ヴ
９
亭
¢
Ｈ
¢
考
ｏ
屋
－
岸
冒
串
¢
穿
妻
プ
◎
～
邑
５
事
ら
害

一
一
雪
邑
手
ｏ
皇
匡
ｏ
ま
手
ｏ
Ｈ
易
¢
葦
ｇ
ま
目
毒
手
ｏ
考
實
ｏ
◎
｛
Ｑ
◎
↑
、
。
（
ｐ
声
弓
篶
葛
与
竃
一
◎
プ
ｏ
デ
宇
ｃ
ｏ
雪
）
こ
の
よ
う
に

し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
口
ー
マ
の
古
典
と
聖
書
と
が
英
国
人
の
文
化
を
刺
戟
し
拡
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
云
う
の

は
便
宜
的
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
時
の
知
識
人
も
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
と
共
に
、
聖
書
を
熱
心
に
読
み
、
そ
の
深
刻
な
影
響

を
受
け
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
ィ
も
そ
の
「
詩
の
弁
護
」
（
．
．
＞
自
声
宅
一
◎
阻
・
ず
・
弔
◎
等
庁
．
．
）
の
申

で
、
し
ば
し
ば
聖
書
に
言
及
し
た
し
、
ま
た
彼
が
年
少
時
代
の
外
遊
中
に
、
巴
里
で
「
聖
バ
ァ
ソ
ロ
ミ
ュ
ウ
の
虐
殺
」
に
遭
遇
し
、

益
六
薪
教
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
決
意
を
固
め
た
し
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
知
合
に
な
っ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
シ
ド
ニ
ィ
を
精
神

的
に
ま
た
政
治
的
に
指
導
し
た
老
友
目
亭
撃
■
§
零
ｇ
は
熟
心
な
新
教
徒
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
等
を
か
え
り
み
れ
ば
、
そ
の
一

端
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
た
、
当
時
の
新
教
と
い
う
の
は
、
単
に
糖
神
界
の
こ
と
に
の
み
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
英
国
人
の
心
の
中
で
は
、
愛
国
心
、
加
特
力
的
旧
勢
力
を
代
表
す
る
ス
ペ
ィ
ン
ヘ
の
反
抗
、
海
上
権
、
ド
レ
ィ
ク
の
ア
メ
リ

カ
探
険
、
暗
殺
者
の
手
か
ら
女
王
を
守
る
こ
と
等
と
同
一
視
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
ｐ
峯
一
．
弓
冒
き
弓
彗
一
毫
．
〇
一
斤
一
甲
○
ｏ
震
）

そ
し
て
今
此
処
に
挙
げ
た
政
治
的
杜
会
的
事
項
は
、
す
べ
て
シ
ド
ニ
ィ
の
生
涯
に
於
け
る
董
要
な
事
件
と
し
て
殆
ん
ど
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
に
現
わ
れ
て
い
る
事
柄
で
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
フ
ィ
９
ツ
プ
．
シ
ド
ニ
イ
に
就
い
て
（
岡
橘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
五
（
八
一
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
（
八
二
〇
）

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

そ
の
；
の
例
と
し
て
・
シ
ド
一
イ
が
嚢
聯
誓
プ
；
蚤
葦
夏
色
を
計
画
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
実
を
指
摘

し
よ
う
。

一
五
七
七
年
に
彼
は
杢
の
命
を
受
け
て
、
薪
た
に
帝
位
に
即
い
た
一
プ
ス
ブ
ル
グ
の
一
ド
ル
フ
一
■
。
。
Ｃ
一
、
、
一
、
一
、
、
い
一
ず
。
。
げ
一
一
、
困
一

に
祝
辞
蓋
べ
・
且
麦
で
雲
選
挙
侯
パ
ラ
一
ア
イ
ン
美
つ
た
そ
の
二
ｉ
・
署
：
一
。
チ
目
。
；
、
。
。
ま
、
に
弔
詞
を
述
べ
る
便

節
に
蕎
れ
た
三
享
彼
は
便
節
と
し
て
の
便
命
を
終
一
た
後
で
、
宗
教
肇
の
原
理
を
確
立
し
、
政
治
的
自
寒
確
保
す
べ
き

最
上
の
手
段
に
つ
い
て
ド
ィ
ツ
の
穫
と
会
談
す
る
許
可
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
司
目
寿
。
。
、
、
く
自
。
そ
の
他
の

便
節
団
を
従
え
て
二
月
の
終
り
に
ド
ィ
ツ
に
向
っ
て
出
発
し
た
。
彼
は
ド
ィ
ツ
ノ
し
匡
一
一
ず
。
、
け
Ｈ
・
、
目
胴
、
。
、
に
会
つ
た
が
、
こ
の
Ｈ
、
讐
旨
胴
自
。
け

は
彼
の
ド
ィ
ヅ
旅
行
の
間
ず
一
と
彼
に
附
添
一
て
助
言
を
与
え
た
。
彼
は
ド
ィ
ツ
に
於
て
何
れ
の
国
も
宗
教
撃
の
た
め
に
分
裂
し

て
い
る
の
を
墨
し
た
・
彼
が
薪
警
奉
ず
る
ド
ィ
ツ
の
諾
瘡
説
こ
う
と
し
た
の
は
、
糖
神
的
宗
教
的
勢
力
と
し
て
の
加
特
力
教

と
・
こ
れ
と
結
合
し
た
政
治
的
軍
事
的
勢
力
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ソ
に
対
抗
し
て
、
宗
教
的
改
革
の
原
理
と
氏
族
的
自
由
と
独
立
を
守

る
た
め
に
・
良
心
に
よ
る
契
約
（
艘
；
｛
寄
・
冒
一
・
◎
己
◎
｛
８
勇
ｏ
｛
ｇ
８
）
に
よ
つ
て
聯
合
し
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ

と
麦
一
た
・
理
論
的
に
は
・
こ
の
計
画
は
祭
て
屠
た
ば
か
り
差
く
、
反
動
勢
力
の
阻
止
の
た
め
に
恵
撃
あ
つ
た
。
し
か

し
・
こ
の
計
画
は
・
接
的
嫉
視
や
外
交
的
の
困
難
景
う
る
に
、
新
教
の
原
理
一
そ
の
根
底
は
批
評
的
壌
的
反
抗
に
在
る
一
そ

の
も
の
が
大
同
団
緒
長
す
る
圭
を
持
一
て
い
た
。
ン
、
の
た
め
に
、
こ
の
シ
ド
ニ
ィ
の
夢
当
時
の
彼
は
政
治
の
両
に
於
て
精

魂
を
尽
し
て
活
躍
し
た
い
講
に
緊
て
い
た
の
で
あ
る
が
は
、
遂
に
菱
婆
に
至
臭
か
つ
た
。
ｃ
、
コ
。
、
、
一
一
。
冒
、
。
。
、
。
。
、
、

葦
呂
旨
三
一
■
ｃ
。
。
。
１
彗
▲
一
唇
；
・
：
；
毒
三
・
、
一
、
。
。
・
、
、
、
。
斤
。
蔓
一
、
一
。
、
、
．
§
一

こ
の
聯
盟
の
計
画
は
多
・
」
彗
竃
一
一
彼
鼻
嘉
教
聯
盟
を
計
画
し
た
一
の
助
一
一
旨
美
い
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
と
考



７
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
我
六
は
こ
の
計
画
の
中
に
シ
ド
ニ
ィ
の
政
治
家
と
し
て
の
透
察
と
、
愛
国
的
熟
惜
を
見
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
、
甚
だ
簡
単
で
は
あ
る
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
時
代
の
政
治
的
杜
会
的
知
的
特
徴
を
挙
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
シ
ド
ニ
ィ
は

こ
う
い
う
政
治
的
杜
会
的
知
的
雰
囲
気
の
中
に
呼
吸
し
、
生
長
し
、
白
ら
指
導
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ド
ニ
イ
は
富
裕
で
こ
そ
な
か
っ
た
が
名
門
の
出
で
あ
り
、
当
時
の
貴
族
階
級
の
一
員
と
し
て
享
受
し
得
る
教
養

は
す
べ
て
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

　
彼
の
性
格
に
関
し
て
は
、
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
ぎ
寿
¢
¢
暮
＜
自
¢
の
述
べ
て
い
る
所
が
最
も
よ
く
彼
の
性
格
を
表
現
し
得
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。
い
。
〇
二
浄
｝
昌
手
Ｈ
ま
■
５
署
『
“
８
◎
亭
胃
考
◎
己
彗
げ
ｇ
手
｛
ｇ
。
一
手
黒
手
昌
智
Ｈ
Ｈ
才
＆

婁
｛
手
雲
冒
一
讐
目
ｑ
ぎ
ぎ
尋
一
ま
自
宇
ｏ
旨
２
０
一
邑
戸
、
ｇ
－
目
暑
冒
庁
目
¢
考
巨
昌
ｏ
手
ｇ
手
彗
－
軍
冒
曽
目
一
乏
手
ｏ
。
目
ｏ
プ
。
。
夢
己
目
¢
。
。
。
。
◎
｛

邑
邑
一
Ｈ
◎
き
与
二
冒
ｑ
夢
昌
｛
Ｈ
一
胃
窄
彗
一
９
婁
ｓ
三
＆
囚
曇
８
彗
ｏ
『
雪
雪
雪
８
き
◎
く
¢
零
ｇ
ａ
Ｈ
壱
彗
。
・
．
声
床
邑
斤
¢
く
ｇ
◎
｛

ぎ
◎
己
＆
需
２
、
、
ｑ
一
券
き
｛
言
｛
け
ｇ
害
一
胴
８
ｇ
ユ
｝
豪
旨
巨
↑
ｏ
ｏ
◎
畠
薯
ｇ
二
－
げ
箒
き
ぎ
毒
ａ
一
旨
｝
。
・
９
罵
ま
轟
６
◎
茅
ｏ
Ｈ
さ

彗
＝
・
彗
；
げ
・
く
二
麦
考
一
童
二
｛
麦
｛
豪
毒
一
与
買
己
・
二
彗
囚
奉
書
一
事
彗
一
曇
さ
・
し
二
暮
毒
き
＝
争
一
。
。
昌
一
量
宗

一
オ
尋
◎
『
手
｝
夢
艘
ｇ
。
弓
９
Ｈ
ｏ
。
。
オ
ー
、
一
ま
一
Ｈ
二
目
冒
く
ぎ
青
｛
目
胴
（
｝
９
｛
プ
Ｈ
目
冨
¢
竃
）
ト
ミ
ミ
ヘ
ミ
、
ミ
ミ
、
、
ミ
奏
ミ
．
．
、

　
こ
の
司
己
訂
ｏ
『
睾
自
¢
（
一
五
五
四
　
　
一
六
二
八
）
は
シ
ド
ニ
ィ
と
同
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
シ
ド
ニ
ィ
と
同
年
同
月
同
巳
に

シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
ィ
学
佼
に
入
学
し
た
人
で
、
シ
ド
ニ
ィ
の
葬
列
に
際
し
て
は
ン
、
の
棺
を
担
い
だ
一
人
で
あ
り
、
自
分
の
墓
標
に
は
、

特
に
、
．
岸
げ
邑
ａ
Ｈ
、
匡
号
ｏ
〇
一
ま
｛
二
と
刻
ん
だ
ほ
ど
、
シ
ド
ニ
イ
に
親
し
ん
だ
人
で
あ
っ
た
、
こ
の
○
屋
＜
自
ｏ
の
記
述
で
も
わ

か
る
通
り
、
シ
ド
ニ
ィ
は
重
厚
な
性
格
の
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
重
厚
さ
は
浪
漫
的
憂
堅
に
沈
涌
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
そ

　
　
７
イ
リ
ツ
プ
・
シ
ド
３
イ
に
蹴
い
て
（
岡
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
七
（
八
二
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
八
一
八
一
三
）

　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

の
反
対
の
鈍
重
で
差
く
、
規
短
を
踏
産
ず
す
こ
差
く
し
て
、
同
時
に
極
め
て
行
動
的
茎
つ
た
。

彼
は
そ
の
義
と
騎
士
的
修
養
と
蛋
の
広
さ
と
に
吉
、
一
－
ザ
ベ
ス
女
乏
襲
さ
れ
、
－
私
的
公
的
窪
の
場
合
を
除
い
て

は
・
長
期
に
わ
た
一
て
君
側
を
緊
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
彼
は
君
寵
に
夏
る
こ
と
な
く
、
所
謂
甘
プ
。
司
、
、
、
。
プ

量
事
が
現
毒
し
よ
う
と
し
た
時
は
、
よ
く
当
時
の
姦
を
見
極
め
て
、
面
を
犯
し
て
諌
一
一
一
胃
し
、
ま
た
、
向
。
。
。
。
、
米
の
如
く
奔
放
な

行
動
の
結
果
・
反
乱
を
惹
起
し
て
自
ら
死
を
招
く
と
い
う
よ
う
な
極
端
な
こ
と
を
し
な
か
つ
た
。

彼
は
生
え
警
の
墓
人
麦
一
た
が
、
当
時
の
宮
廷
の
虚
飾
、
虚
偽
、
狡
智
、
淺
薄
、
謀
略
、
退
屈
、
党
派
的
争
い
に
堪
え
切

れ
ず
・
そ
の
騎
士
的
性
格
か
ら
し
て
・
吉
行
動
的
差
活
を
琴
、
遂
に
窺
か
に
同
志
を
つ
の
つ
て
西
印
度
諾
島
一
渡
航
し
よ

う
と
さ
え
し
た
。

彼
は
自
分
の
嚢
の
経
碧
記
録
し
言
冒
麦
・
毒
８
麦
る
．
、
・
・
。
け
、
。
号
、
一
、
、
。
・
。
け
、
、
、
、
。
。
を
書
き
、
詩
に
対
す
る
ピ
ユ
ー

リ
タ
ソ
派
の
攻
撃
に
対
し
て
は
多
言
冬
事
勺
ｇ
事
．
。
を
書
い
て
詩
の
本
質
と
価
値
を
弁
護
し
、
ま
た
長
大
姦
文
の

一
；
二
ぎ
き
－
を
書
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
繋
的
窺
作
家
麦
く
、
専
門
的
姦
評
家
で
婁
か
つ
た
。
こ
う
い
う
職

業
的
専
門
家
的
タ
ィ
プ
は
・
蓬
か
に
後
代
隻
一
て
ジ
ヤ
ー
ナ
ー
ズ
ム
が
確
立
さ
れ
て
か
墨
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
日
常
の
仕

事
で
あ
る
墓
勤
務
の
余
謄
葦
的
活
動
を
し
た
に
す
ぎ
き
。
こ
の
点
に
誓
て
司
自
、
斤
。
。
、
。
く
、
、
、
、
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
つ
て

い
る
－
二
妻
暮
婁
ぎ
・
ヴ
§
己
弩
募
旨
竃
・
ニ
ニ
・
・
頁
・
曽
旨
、
目
竃
、
目
け
二
目
け
一
一
、
、
雪
、
自
。
。
。
。
＝
。
・
。
一
。
、

忌
富
◎
多
麦
・
争
一
き
婁
…
…
曇
葦
・
婁
二
養
一
・
富
。
；
。
。
プ
曽
目
、
邑
曽
、
、
。
。
、
プ
、
尋
。
自
…
、
く
、
閉
プ
、
尋
。
。

。
。
季
巨
募
◎
一
二
賢
。
碁
竃
与
麦
９
婁
勺
一
・
募
ま
勺
事
・
・
婁
・
二
く
員
亭
。
己
、
；
。
目
三
一
串
く
。
。
。
一
、
一
く
、
目
旨
。
戻
。
。

貢
三
旨
書
ニ
プ
葛
く
｛
膏
竃
ぢ
冨
冒
冒
・
・
一
一
・
、
寸
吻
、
勺
；
一
一
一
、
一
、
。
一
、
一
、
曾
一
一
”
、
互
。
。
、
目
＝
蕩
目
。
…
、
一
、
一
目
明
．

／
上



雲
豊
三
告
ｏ
ぎ
｛
８
訂
一
冒
◎
Ｈ
ブ
オ
庁
昌
己
＆
零
旨
ｇ
巨
ｏ
～
ざ
『
邑
）
Ｈ
窃
冒
。
・
ｏ
ぎ
◎
庁
一
一
）
鼻
げ
◎
亭
臣
吻
考
ま
彗
｛
一
冒
宗
冨
“
彗
臣
旨
瞑

牙
巨
毫
昌
豪
序
葦
二
・
旨
洋
¢
堅
舅
ｏ
宗
彗
ｑ
◎
亭
婁
一
自
◎
二
目
ぎ
・
象
實
・
官
巳
◎
ｐ
げ
鼻
ぎ
Ｈ
宗
竃
ｑ
弩
ま
巳
ら
８
｛
彗
ｏ

口
ｑ
５
亭
、
、

　
即
ち
、
彼
は
書
く
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
更
に
ま
た
、
書
く
こ
と
よ
り
も
「
生
活
と
行
動
に
於
て
」
意
義
の
あ
る
も
の

（
困
８
ｏ
彗
｛
零
星
け
）
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
、
他
の
人
六
も
こ
れ
を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
決
し
て
詩
を
ピ
ュ
ー
リ
ク
ン
派

の
如
く
蛇
謁
視
す
る
こ
と
な
く
、
詩
を
学
芸
の
最
高
な
る
も
の
と
考
え
、
ン
、
の
目
的
は
人
を
く
婁
昌
◎
易
き
け
一
昌
に
導
く
こ
と
に
在

る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
言
わ
ば
こ
の
＜
貫
；
易
き
ま
自
の
具
現
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
実
際
騎
士
道
の
模
範
と
し
て
す
ぺ

て
の
人
六
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
親
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
常
に
公
務
を
先
に
し
、
詩
作
に
耽
っ
て
勤
務
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
り
、
憂

愁
に
胸
を
閉
ざ
さ
れ
て
湖
畔
を
さ
ま
よ
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
彼
に
は
文
学
的
意
識
の
遇
剰
と
い
う
よ
う
な
近
代
の
精
神
傾
向
は

全
く
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

　
今
、
私
は
騎
士
道
の
模
範
と
い
う
言
葉
を
便
っ
た
が
、
勿
論
、
当
時
は
す
で
に
騎
士
と
い
う
も
の
は
現
実
の
杜
会
組
織
の
中
に
存

在
し
て
屠
ら
ず
、
封
建
時
代
の
衰
徴
に
伴
い
、
中
世
的
騎
士
は
す
で
に
よ
り
近
代
的
な
宮
廷
人
に
褒
を
変
え
て
い
た
。
し
か
し
、
騎

士
道
的
精
神
は
尚
宮
廷
人
の
心
の
中
に
生
き
て
い
て
、
時
至
れ
ば
発
露
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
は
シ
ド
ニ
ィ
の
生
涯
の
中

に
こ
の
騎
士
的
性
格
の
優
れ
た
現
わ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
Ｏ
－
。
、
声
茅
◎
ま
茅
昌
ブ
邑
睾
胃
｝
、
三
誉
ｏ
ｑ
畠
干

＆
手
ｏ
ｇ
¢
轟
｛
ｇ
◎
｛
箒
一
一
穿
Ｈ
｛
。
・
旨
一
手
¢
斤
自
耐
～
一
－
邑
ヴ
¢
ｇ
け
曇
勇
♂
Ｈ
旨
＆
｛
ｇ
◎
匡
一
〇
８
…
ユ
脅
：
…
…
・
幸
一
〕
暮
峯
ｏ
｛
◎
饒
目
ｏ

亭
¢
冒
（
｛
．
ｐ
ぎ
、
ミ
き
ミ
、
ｏ
ミ
、
ミ
）
げ
穿
¢
ｏ
巨
毒
Ｈ
；
一
一
。
。
。
。
官
Ｈ
昇
。
。
；
プ
蕩
。
・
昌
－
」
伽
冒
ま
く
＆
｛
旨
手
ｏ
。
。
◎
巨
◎
｛
ｏ
ｏ
己
目
｛
曽
冒
０

２
序
尋
◎
穿
ｏ
易
一
弓
暮
¢
ユ
冒
胴
｛
誌
９
い
尋
プ
¢
目
◎
勺
勺
◎
斗
昌
一
岸
、
◎
萬
ｏ
易
－
：
・
：
・
：
・
、
、
（
１
く
．
－
．
Ｏ
◎
貢
呉
プ
◎
勺
〇
一
け
プ
ｏ
弔
◎
９
『
＼
◎
｛
ｏ
ｏ
勺
¢
目
ｏ
ｏ
ｏ
コ
　
｛
目

　
　
フ
ィ
ツ
ノ
プ
・
シ
ド
；
イ
胆
揃
、
て
（
岡
楡
）
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
九
．
（
八
二
三
）



●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
’
、

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
（
八
二
四
）

亭
ｏ
Ｏ
嘗
旨
～
巳
需
雷
奉
．
◎
｛
向
目
胴
茅
プ
■
｛
冨
§
言
３
一
く
◎
Ｈ
目
い
勺
宇
ｂ
０
０
０
｝
Ｉ
ｏ
）

　
こ
の
き
身
５
易
８
ま
目
に
関
聯
し
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
ど
の
仏
記
家
も
書
い
て
い
る
事
実
で
あ
る
が
、
シ
ド
ニ
ィ
が
戦
傷

を
受
け
て
後
方
に
送
還
さ
れ
る
際
の
行
動
で
あ
る
。
次
の
記
述
は
主
と
し
て
－
…
・
ｏ
ｏ
・
０
Ｄ
一
皇
ｏ
事
冒
吾
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
声

ｏ
ｏ
ｌ
０
Ｄ
プ
目
ｏ
庁
ヴ
冒
ｏ
ｑ
プ
一
＼
ミ
、
ｓ
き
、
、
“
ミ
８
＼
ミ
ミ
ｓ
亭
灼
、
、
ｓ
、
、
ミ
、
、
、
・
一
一
プ
¢
宝
暮
弓
Ｈ
霧
。
。
ｏ
ｏ
¢
ユ
９
・
Ｏ
津
冒
享
巳
困
９
暮
争
¢

・
ｑ
己
く
¢
轟
｛
｛
勺
Ｈ
窃
・
・
．
一
〇
Ｈ
｝
）

　
一
五
八
六
年
九
月
二
十
二
日
（
も
っ
と
も
ｏ
〇
一
旨
ｏ
書
冒
吾
は
十
月
二
日
の
事
件
と
し
て
い
る
が
、
ｏ
○
｝
旨
昌
穿
始
め
そ
の
他
の
人

六
は
何
れ
も
九
月
二
十
二
日
の
事
件
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
よ
る
こ
と
に
す
る
）
、
｝
。
。
。
。
異
一
声
邑
Ｈ
｛
一
〇
〇
け
、
己
ｏ
ざ

房
Ｈ
ぎ
員
寄
嚢
ｏ
Ｈ
及
び
０
Ｄ
己
自
昌
兄
弟
（
弓
雪
号
彗
｛
勾
ｏ
烹
６
等
に
率
い
ら
れ
た
約
五
十
名
の
英
軍
の
小
都
隊
（
０
Ｄ
、
旨
昌
穿
に

よ
れ
ば
約
二
百
名
の
騎
兵
）
は
和
蘭
の
旨
け
言
彗
の
近
く
に
陣
を
布
い
て
い
た
。
そ
れ
は
Ｎ
一
、
け
暑
彗
に
入
ろ
う
と
す
る
ス
ペ
ィ
ン

軍
の
輸
送
隊
を
阻
止
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
霧
の
深
い
朝
で
あ
っ
た
が
、
英
軍
が
輸
送
隊
の
車
の
軌
る
音
を
聞
い
た
時
、

突
然
に
霧
が
晴
れ
て
こ
の
輸
送
隊
が
約
三
干
の
軍
隊
（
ｏ
ｏ
｝
旨
昌
穿
に
よ
れ
ば
約
一
千
名
）
に
護
衛
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

英
軍
の
小
部
隊
は
三
回
突
撃
を
敢
行
し
、
三
回
敵
陣
を
撃
破
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
三
回
目
の
突
撃
に
際
し
、
シ
ド
ニ
ィ
は
膝
の
上

に
敵
弾
を
受
け
た
。
こ
の
敵
弾
は
彼
の
大
腿
骨
を
く
だ
い
て
い
た
。
彼
は
馬
か
ら
降
さ
れ
て
後
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際

の
行
動
を
弓
己
斤
ｏ
Ｏ
Ｈ
ｏ
ま
Ｈ
庁
に
誼
胴
ら
せ
よ
・
つ
。
　
．
。
－
目
考
；
ｏ
ブ
ｏ
ｏ
２
｛
一
）
『
◎
吹
『
鶉
ｏ
〇
一
一
峯
ｏ
ｎ
ｏ
・
｛
旨
胴
邑
。
、
一
胴
げ
＼
匡
、
、
、
、
ｏ
。
↓
。
｛
二
、
、
嘗
、
旨
ざ

考
プ
ｏ
８
～
“
昌
さ
Ｈ
¢
手
¢
○
ｏ
目
ｏ
量
Ｈ
考
葛
二
冒
｛
ヴ
ｏ
サ
困
手
｛
易
ユ
¢
老
三
〕
¢
メ
ｏ
鶉
。
・
◎
｛
９
８
雲
旨
甲
一
）
¢
ｐ
一
■
¢
ｏ
奇
Ｈ
ｏ
ユ
旨
〆
尋
ま
ｏ
サ

婁
婁
｝
旨
窃
彗
け
々
マ
◎
奏
一
一
二
一
｛
旨
一
巨
二
轟
一
嵩
考
曽
。
。
一
；
暮
ヲ
困
亭
ｏ
ヴ
ｏ
邑
ｏ
ざ
ア
｛
口
。
旨
◎
一
、
葺
ぎ
。
。
、
考
嘗
一
、
８
，
ｏ
ｏ
◎
巨
一
婁
２
ｏ
曽
、
、
言
｛

邑
昌
＄
三
さ
一
一
邑
塞
け
〇
一
二
ま
－
毒
二
暮
手
¢
・
。
２
旨
¢
－
、
Ｏ
毒
戸
胴
婁
け
与
Ｏ
邑
ヲ
胴
｛
罰
。
。
、
Ｋ
。
。
。
一
一
け
｝
。
げ
。
昌
。
・
考
雲
。
プ
Ｏ
Ｏ
｛
、
弓
雲
一
、

／
一



勺
葦
季
う
８
；
ぎ
一
ニ
ニ
多
重
・
ニ
ニ
§
庁
－
邑
婁
嚢
＝
、
一
。
手
、
勺
、
、
尋
臼
。
・
旨
事
序
、
。
。
、
考
。
、
｛
。
。
－

§
：
ミ
暮
ミ
ヘ
、
こ
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
．
ミ
・
、
、

　
こ
の
行
為
こ
そ
く
害
巨
◎
豪
竃
け
｛
◎
；
の
最
も
よ
い
実
例
だ
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
，

　
シ
ド
ニ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
高
貴
な
資
性
の
持
・
王
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
学
芸
に
対
す
る
熟
意
と
宮
廷
に
於
け
る
地
位
か
ら
し
て
、
、
１
、

の
交
友
関
係
は
広
く
、
文
学
政
治
外
交
に
ま
た
が
り
、
且
つ
国
際
的
で
あ
つ
た
が
、
彼
ほ
ど
立
派
な
且
つ
永
続
的
な
交
友
関
係
に
恵

ま
れ
た
人
は
稀
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
中
で
彼
に
対
し
て
指
導
的
な
役
割
を
果
し
た
年
長
者
は
司
、
曽
。
。
｛
。
。
考
、
一
、

。
。
ぎ
吾
書
一
（
一
五
三
〇
　
　
一
五
九
〇
）
と
；
一
一
峯
二
・
彗
峯
一
９
と
で
あ
つ
た
。
此
等
二
人
は
一
一
一
口
わ
ば
シ
ド
ニ
ィ
の
政
治
顧
問
で
あ

っ
た
。

　
考
婁
｛
奏
ぎ
冒
は
シ
ド
ニ
ィ
が
最
初
に
渡
仏
し
た
時
の
駐
仏
大
便
で
あ
り
、
後
に
そ
の
女
司
、
”
一
一
、
。
、
。
。
は
シ
ド
ニ
イ
夫
人
と
、
な
つ
た
。

　
奉
邑
。
・
巨
吾
旨
一
よ
り
も
糖
神
的
に
み
て
更
に
重
要
な
の
は
目
争
¢
斗
■
竃
碧
ｇ
（
一
五
一
八
　
　
一
五
八
一
）
で
あ
る
。
ラ
ン
ゲ

は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ヴ
ィ
ト
ォ
（
く
一
け
撃
衰
）
に
生
ま
れ
た
。
父
は
そ
の
時
の
市
長
で
あ
つ
た
。
彼
は
幼
に
し
て
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ

ン
語
に
秀
で
・
後
、
ポ
ァ
テ
ィ
ェ
の
大
学
で
、
法
律
、
神
学
、
科
学
を
学
び
、
ま
た
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
及
び
パ
ド
ウ
ア
の
各
大
学
で
学

び
・
パ
ド
ゥ
ァ
大
学
か
ら
学
位
を
贈
ら
れ
た
。
（
一
五
四
八
年
）
　
彼
は
バ
ド
ウ
ァ
滞
在
中
に
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
冒
巴
、
目
。
プ
穿
。
、
一
）
の

著
作
を
読
ん
で
大
き
な
感
化
を
受
け
て
新
教
徒
と
な
り
、
メ
ラ
ー
ヒ
ト
ン
の
死
ぬ
ま
で
（
一
五
六
〇
）
、
ウ
イ
ツ
テ
ン
バ
ー
グ
に
滞

在
し
た
・
彼
は
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
行
し
た
。
後
、
一
五
五
九
年
サ
ク
ソ
ニ
ィ
の
選
帝
侯
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
一
世
に
招
か
れ
て

仕
え
牟
彼
は
外
交
に
於
て
、
特
に
新
教
徒
を
組
織
す
る
の
に
才
能
を
示
し
た
。
彼
は
一
五
六
一
年
か
ら
一
五
七
二
年
ま
で
選
帝
侯

を
代
表
し
て
フ
ラ
ー
ス
宮
廷
に
派
遺
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
一
五
七
二
年
に
シ
ャ
ル
ル
九
位
の
前
ノ
し
新
教
徒
の
貴
族
達
の
た
め
に
激
烈

　
　
プ
ィ
リ
ツ
プ
．
シ
ド
昌
イ
に
就
い
て
（
岡
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
二
九
一
（
八
二
五
）



　
　
立
命
館
涯
済
掌
（
第
ド
巻
・
第
五
・
六
号
）
∴
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
二
九
二
（
八
二
六
）

に
弁
護
し
た
、
そ
の
た
め
に
、
一
五
七
二
年
の
「
聖
バ
ァ
ソ
ロ
ミ
ュ
ウ
の
虐
殺
」
に
際
し
て
は
危
く
殺
害
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

彼
は
一
五
七
三
年
か
ら
七
七
年
ま
で
選
帝
侯
を
代
表
し
て
、
皇
帝
の
宮
廷
に
駐
在
し
た
。
彼
は
晩
年
は
主
と
し
て
和
蘭
に
滞
在
し
、

ま
た
、
オ
レ
ン
ヂ
公
ウ
イ
リ
ァ
ム
（
事
旨
｛
竃
二
ざ
ｏ
ｏ
ま
員
勺
Ｈ
芽
８
◎
｛
９
彗
需
）
の
顧
間
で
も
あ
っ
た
。

　
彼
の
手
紙
は
十
六
世
紀
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
居
り
、
選
帝
侯
宛
の
三
百
二
十
九
通
、
そ
の
他
数
百
通
の
手
紙

が
保
存
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
特
に
我
六
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
シ
ド
ニ
ィ
宛
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
ン
、
れ
は
六
十
九
通
あ
っ
て
、

一
五
七
三
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
一
五
八
○
年
十
月
二
十
八
日
ま
で
の
期
間
に
わ
た
り
、
一
六
三
三
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ト
で
出
版
さ

れ
、
後
、
ｏ
ｏ
．
＞
．
勺
§
易
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
（
－
」
◎
己
◎
貝
Ｈ
◎
。
亀
）
。
彼
に
関
す
る
仏
記
も
一
七
〇
〇
年
以
来
数
種
類
公
刊
さ
れ

て
い
る
。
（
■
目
ｏ
，
ｏ
Ｈ
２
峯
＆
芽
民
ユ
け
２
昌
｛
ｇ
一
く
◎
Ｈ
．
崖
．
■
Ｈ
睾
艘
ま
－
－
、
ｄ
ま
◎
貝
お
Ｈ
Ｈ
）

　
こ
の
略
歴
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
ラ
ン
ゲ
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
熱
心
な
新
教
徒
で
あ
り
、
且
つ
有
能
な
外
交
官
で
あ

っ
た
。
彼
が
シ
ド
ニ
イ
に
出
会
っ
た
の
は
、
「
聖
バ
ァ
ソ
ロ
ミ
ュ
ウ
」
の
動
乱
を
逃
れ
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
シ
ド
ニ
ィ
は
十
九
歳
で
、
ラ
ン
ゲ
は
五
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
彼
は
少
年
シ
ド
ニ
イ
の
中
に
優
れ
た
資
性
を
認
め
、

こ
れ
を
愛
し
た
。
彼
は
シ
ド
ニ
ィ
と
共
に
旅
行
し
、
別
れ
て
後
は
た
え
ず
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
を
送
っ
て
、
常
に
変
わ
ら
ざ
る
愛
情
を

以
て
シ
ド
ニ
ィ
の
啓
発
に
努
め
た
。
そ
の
手
紙
に
つ
い
て
、
－
．
＞
・
ｏ
ｏ
＼
旨
◎
－
一
宗
は
、
．
．
害
－
◎
轟
。
。
¢
ユ
ｇ
◎
｛
■
邑
目
－
ｏ
Ｒ
箒
易
宇
ｏ
冒

■
竃
胴
毒
；
◎
一
ま
弐
¢
■
戸
尋
雲
｝
ヴ
曇
争
窃
亭
¢
け
９
６
弩
蟹
二
言
幸
◎
｛
２
箒
ｏ
ま
ｐ
邑
、
一
包
＆
旨
事
至
。
。
ｏ
ｏ
昌
畠
９
軍
己
婁
胃
．

事
暮
Ｏ
罵
己
序
Ｏ
奏
事
声
一
『
手
¢
さ
…
胴
旨
彗
，
。
わ
～
写
９
｛
巨
Ｏ
；
９
．
、
と
言
ひ
、
　
ま
た
い
．
－
－
：
｛
ミ
匡
さ
ａ
、
、
¢
◎
｛
■
彗
胴
一
、
９
．
。
。
Ｏ
◎
『
．

『
９
宅
目
｛
９
８
§
目
Ｏ
己
＼
ざ
旨
暮
９
＆
げ
＼
序
算
Ｏ
Ｄ
一
一
寿
窪
一
）
Ｓ
冒
一
自
穿
Ｏ
ミ
、
Ｎ
ミ
）
考
幸
け
；
３
二
、
一
。
。
、
斤
、
、
、
、
、
、
、
弐
¢
、
一
Ｐ
．
、
と
す

ら
言
っ
て
い
る
。
（
－
．
＞
．
Ｏ
Ｏ
、
旨
Ｃ
旨
康
一
２
）
・
ｑ
ゴ
Ｈ
）
・
～
Ｏ
Ｏ
）

●

●

、



　
シ
ド
ニ
イ
か
少
年
期
か
ら
菅
年
期
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
優
れ
た
年
長
の
友
人
　
　
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
各
地
を
歴
遊
し
て
諾
国
の
薯
惜

に
通
じ
、
ま
た
外
交
官
と
し
て
各
国
の
勢
力
関
係
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
　
　
に
、
常
に
指
導
さ
れ
た
こ
と
は
、
彼

に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
幸
橿
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ゲ
の
シ
ド
ニ
ィ
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
、
　
ｏ
ｏ
＼
旨
◎
目
宗
は
次
の
よ
う
に

言
っ
て
い
る
。
．
。
オ
◎
旨
ｐ
目
考
竃
冒
◎
屋
８
冒
潟
冨
鼻
８
ｏ
ｑ
目
巨
ｏ
０
Ｄ
｛
｛
目
¢
＼
手
；
自
困
サ
亭
¢
岸
げ
肩
ぎ
〔
げ
◎
｛
目
暮
◎
勺
§
■
｛
暮
ユ
胴
毒
９
・
一
８

自
目
冒
轟
庁
手
ｏ
ｏ
昌
；
員
｛
◎
目
雲
｛
｛
ｏ
目
目
目
ｑ
胃
目
ｏ
黒
フ
手
ｏ
ｏ
．
ｐ
ｏ
箏
ｏ
◎
目
易
◎
｛
手
¢
く
竺
◎
げ
ｏ
◎
弓
戸
曹
目
｛
ａ
｛
舅
匡
－
ぎ
ざ
－
－
計
冒
芽
ｏ

手
畠
ｏ
冒
ぎ
ｏ
号
一
窮
◎
｛
８
づ
｛
目
ｇ
考
雲
争
困
◎
き
冒
＆
３
寄
『
冒
＆
津
箒
易
旨
８
ま
手
畠
ｏ
旨
ｏ
目
巨
＆
弐
昌
ｏ
。
・
．
（
〕
一
ト
．
◎
Ｑ
、
旨
◎
目
穿
一

〇
や
９
ゴ
ｏ
．
Ｎ
べ
）

　
次
に
同
年
輩
の
親
友
と
し
て
司
目
寿
ｏ
？
睾
自
ｏ
（
一
五
五
四
　
　
一
六
二
八
）
の
名
を
逸
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
彼
は

考
胃
ま
ｏ
尿
雲
３
の
寅
ｏ
彗
ｏ
訂
冒
勺
Ｏ
昌
斗
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
ｏ
Ｄ
オ
冒
岸
¢
０
８
く
旨
ｏ
の
独
り
子
で
、
　
シ
ド
ニ
イ
と
同
時
に
シ

ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
ィ
学
校
に
入
学
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ツ
デ
卒
業
後
、
一
五
七
六
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
父
で
あ
り
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
総
督
で
あ

っ
た
◎
ｏ
ざ
目
雪
ｑ
ｏ
Ｑ
竃
罵
Ｈ
に
よ
っ
て
亭
ｏ
旨
胃
９
窃
　
（
■
長
一
竃
・
｛
と
考
邑
窃
の
辺
境
地
方
）
　
に
或
る
地
位
を
与
え
ら
れ
た

が
、
翌
年
こ
れ
を
辞
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
共
に
宮
廷
に
入
っ
た
。
彼
も
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
フ
ィ
リ

ツ
プ
と
共
に
．
．
キ
８
寒
晒
舅
、
、
（
文
学
団
体
）
の
一
員
と
し
て
文
学
活
動
に
参
加
し
た
。
彼
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
西
印
度
へ
の
渡
航
計

画
に
参
加
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ツ
プ
の
死
後
、
　
０
Ｑ
オ
■
｛
書
己
Ｈ
）
岩
・
と
共
に
そ
の
蔵
書
を
譲
り
受
け
た
。
ン
、
の
後
種
友

の
官
職
に
歴
任
し
、
ま
た
、
四
回
に
わ
た
っ
て
奉
彗
ま
・
区
手
¢
選
出
の
議
員
と
な
り
、
一
六
二
一
年
に
ジ
ェ
ィ
ム
ズ
一
世
に
よ
っ

て
要
・
昌
卑
８
訂
と
し
て
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
。
彼
は
一
六
二
八
年
に
死
ん
だ
が
、
そ
の
墓
標
に
は
自
ら
選
ん
で
お
い
た
．
．
マ
◎
寿

卑
Ｏ
ま
；
彗
彗
；
・
９
話
Ｏ
毒
雲
§
星
サ
Ｏ
・
嚢
一
一
・
二
・
婁
長
言
旨
蟹
岸
；
＝
・
・
。
一
二
、
一
葦
一
二
事
ミ
、
－
一
；
喜
婁
…
申
、
弓

　
　
フ
イ
リ
ツ
プ
．
斥
．
；
姦
小
て
喬
橋
一
　
∴
∴
　
　
ー
　
　
　
　
　
二
杢
一
自
（
八
二
寸
）



　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
　
　
　
　
　
，
，
　
．
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
、

凸
立
命
嚢
蓼
一
第
一
巻
．
雲
・
套
一
，
　
、
　
　
－
　
　
　
　
二
九
甲
一
八
二
八
一
－

塞
声
二
と
い
う
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
彼
は
シ
ド
ニ
イ
の
た
め
の
遣
悼
詩
、
そ
の
他
０
詩
作
、
＼
ぎ
、
、
・
§
、
、
ミ
、
、
等
の
悲
劇

を
書
い
た
が
・
彼
の
名
声
が
後
世
に
残
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
そ
の
親
反
の
た
め
に
書
い
た
仏
記
を
通
じ
て
で
あ
つ
た
。
こ
の
伝
記

の
寄
甲
昌
¢
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
。
．
一
一
ぎ
■
箒
◎
｛
手
¢
宍
９
◎
尋
目
＆
Ｏ
Ｏ
『
・
モ
雲
Ｈ
号
Ｏ
Ｑ
｛
穿
｛
・
奉
事
穿
、
“
、
冒
。
Ｈ
自
け
、
、
。
。
。
“
。
｛

買
一
邑
己
；
一
・
夏
８
｛
一
毒
一
き
ニ
ニ
一
；
冒
・
き
巨
嚢
一
竃
与
算
一
２
一
喜
♂
、
。
。
自
毫
、
。
。
。
。
。
一
目
胴
穿
、
勺
。
尋
、
、
。
一

。
・
言
二
幕
＝
二
き
一
一
．
寡
臣
旨
亘
；
き
目
。
。
－
０
９
豪
｛
一
呉
箏
・
。
・
；
一
；
。
、
声
弓
。
胴
、
亭
、
、
ま
手
津
。
。
チ
。
、
一
蟹
。
。
一
冒
一

◎
；
訂
胃
邑
豪
邑
匡
一
麦
嚢
｛
耳
９
馨
塁
・
・
麦
＝
・
季
○
・
く
警
暮
一
一
、
、
（
自
目
。
Ｈ
。
一
。
弓
曹
。
堅
、
蜀
、
ま
、
旨
一
。
曽
・

く
◎
－
．
ト
ヨ
婁
ｇ
穿
■
葦
一
ｇ
）

　
こ
の
友
人
は
シ
ド
ニ
ィ
に
言
わ
ば
影
の
如
く
つ
き
そ
い
、
温
か
い
友
情
と
尊
敬
の
念
を
以
て
、
そ
の
一
一
貢
動
を
記
録
し
、
後
代
の
伝

記
の
準
拠
と
な
る
べ
き
も
の
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
－

　
シ
ド
ニ
ィ
は
こ
の
よ
う
に
、
年
長
者
に
も
、
同
年
輩
に
も
、
類
稀
な
深
い
純
粋
な
し
か
も
永
続
的
な
友
情
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

た
極
め
て
幸
福
な
人
．
で
あ
っ
た
。

　
今
・
冒
寿
ｏ
○
冒
邑
庁
に
説
き
及
ん
だ
際
、
当
時
の
文
学
団
体
ノ
」
あ
つ
た
岸
８
一
一
品
豪
の
存
在
に
昌
一
一
口
及
し
た
が
、
次
に
こ
の
文

学
団
体
に
就
い
て
；
胃
し
よ
う
。

　
シ
ド
ニ
イ
は
多
忙
な
し
か
し
彼
に
と
っ
て
は
退
屈
な
宮
廷
生
活
の
中
で
、
○
争
ま
－
胃
２
、
、
、
＼
（
一
五
四
五
？
．
　
　
一
六
三
〇
）

や
目
｛
旨
昌
ｏ
０
Ｄ
扁
畠
胃
（
一
五
五
三
？
　
　
一
五
九
九
）
と
友
好
関
係
を
緒
ん
だ
。
シ
ド
ニ
ィ
が
ハ
ァ
ヴ
ェ
イ
と
出
会
っ
た
の
は
、

彼
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
に
顧
従
し
て
＞
己
Ｈ
｛
■
己
と
い
う
所
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
、
た
。
其
処
で
女
王
は
何
人
か
の
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ヂ
の
学
者
を
接
見
し
た
。
そ
の
中
に
ハ
ァ
ヴ
ェ
ィ
が
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
－
、
。
冒
ず
、
。
庁
、
司
曽
■
の
邑
一
。
考
を
し
て
い
た

●



時
に
ペ
ス
ペ
ン
サ
ァ
と
知
合
い
Ｋ
な
り
、
こ
の
ハ
ァ
ヴ
ェ
イ
を
通
し
て
シ
ド
ニ
ィ
は
ス
ペ
ソ
サ
ァ
と
も
知
合
い
に
な
っ
た
の
ノ
し
あ
る
箏

○そ
し
て
こ
の
ス
ペ
ン
サ
ァ
や
シ
ド
ニ
ィ
に
、
シ
ド
ニ
ィ
の
親
友
で
あ
る
ぎ
岸
ｏ
０
５
く
已
ｏ
や
目
｛
薫
買
｛
－
）
）
、
昏
が
加
わ
り
、
一
つ

の
文
学
会
（
彗
邑
ｏ
冒
、
）
が
彫
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
茸
８
勺
墨
易
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
多
分
、
ロ
レ
ソ
ツ
ォ
時
代
の
フ

イ
レ
ン
ヅ
ェ
の
声
ｓ
箒
旨
＼
（
そ
れ
も
同
じ
名
称
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
）
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は

ま
た
、
妻
寓
が
少
し
以
前
に
巴
里
に
樹
立
し
た
書
邑
ｏ
冒
｝
の
こ
と
が
、
若
い
詩
人
達
の
心
の
中
に
浮
か
ん
で
い
た
の
に
も
由
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
（
■
ｏ
考
床
婁
易
置
こ
一
一
訂
Ｈ
邑
｛
彗
■
¢
量
家
旨
９
｛
旨
ヨ
茜
Ｈ
彗
｛
一
弓
・
ｃ
。
零
ｌ
ｏ
◎
・
Ｏ
◎
ぎ
旨
ヨ
２
ｑ
ま
く
ｏ
至
９
岸
鶉
。
。
・

お
ミ
）
当
時
こ
う
い
う
書
邑
ｏ
冒
Ｈ
形
成
の
気
運
は
動
い
て
居
り
、
早
く
は
奉
自
ぎ
目
弓
ぎ
旨
毒
が
一
五
四
九
年
に
フ
ィ
レ
ン
ヅ

ェ
の
胃
邑
ｏ
旨
、
を
、
彼
が
伊
太
利
で
見
た
最
も
興
味
あ
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
体
、
　
シ
ド
ニ
ィ
達
の

淳
８
勺
晶
畠
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
そ
の
原
則
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
詳
し
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
な
い
。

ｏ
◎
オ
勺
彗
Ｈ
＝
雪
く
｛
は
こ
の
集
り
の
こ
と
を
、
、
軍
〇
三
・
｛
昌
旨
＆
ｏ
；
¢
エ
＼
♂
Ｈ
手
¢
…
｛
富
¢
◎
ｈ
量
言
『
葦
。
｛
長
手
ｏ
２
勇
｛
０
２
Ｈ

旨
等
窃
一
旨
享
畳
｝
毒
。
・
９
色
ま
二
己
己
＆
・
。
一
一
婁
ヌ
ヲ
一
麦
○
嚢
自
９
麦
毒
ざ
Ｈ
一
岩
■
彗
ｏ
ま
婁
、
。
（
・
。
庁
寄
巨

口
實
き
さ
◎
Ｈ
）
．
９
け
．
二
）
．
べ
Ｎ
ｃ
◎
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
ｏ
穿
ｏ
易
が
誰
六
で
あ
る
か
、
は
っ
．
き
り
し
な
い
。
こ
の
實
邑
ｏ
旨
Ｈ

の
会
員
と
し
て
は
、
シ
ド
ニ
ィ
、
ス
ペ
ソ
サ
ァ
、
グ
レ
ヴ
ィ
ル
、
ダ
ィ
ァ
を
挙
げ
、
ハ
ァ
ヅ
ェ
ィ
も
同
じ
原
理
の
主
張
者
と
し
て
且

つ
先
輩
格
と
し
て
何
等
か
の
程
度
に
於
て
参
加
し
た
と
見
る
の
が
正
し
い
よ
う
で
か
る
。
こ
の
会
合
の
こ
と
に
就
い
て
ス
ペ
ン
サ
ァ

は
、
当
時
ま
■
◎
考
◎
、
一
一
ユ
己
ま
司
邑
二
目
ｏ
２
冒
ヲ
己
需
で
あ
っ
た
ハ
ァ
ヴ
ェ
ィ
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。
　
。
、
＞
目
｝
目
◎
考
¢
手
ｏ
｝
（
｛
．
ｐ
岩
婁
箒
『
０
Ｄ
己
■
¢
＼
昌
さ
嵩
竃
箒
Ｈ
Ｈ
く
雪
）
フ
ｐ
く
¢
肩
ｏ
ｏ
－
辻
旨
¢
｛
｛
旨
手
¢
オ
～
｝
蒼
司
“
ペ
モ
曽

困
¢
目
¢
曇
■
。
・
胃
８
葛
ぎ
口
ｑ
９
目
ら
。
。
一
¢
■
８
◎
｛
げ
２
崖
¢
カ
、
旨
¢
タ
一
；
ｏ
２
庁
◎
◎
『
手
ｏ
＜
胃
Ｋ
げ
ｇ
箒
８
一
巨
。
。
“
蟹
饒
ｏ
考
プ
胃
ｏ
◎
い
亭
ｏ
Ｈ

　
　
７
イ
リ
ツ
プ
・
シ
ド
３
イ
に
就
い
て
（
岡
橋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五
（
八
二
九
）



　
　
立
命
館
経
済
挙
一
竺
挙
・
霊
、
二
一
ぎ
　
　
　
．
　
　
　
　
　
二
九
穴
一
公
、
６
一

麦
く
９
げ
、
竃
臣
◎
（
昌
ま
◎
｛
艘
¢
芹
尋
ぎ
一
９
ｏ
ｏ
彗
註
ｏ
雫
ｏ
。
・
ｓ
亭
＆
８
二
２
弐
■
２
尋
窃
彗
一
｛
昌
一
＄
◎
｛
◎
目
、
目
幸
一
、
。
。
。
｛
｝
目
胴
｝
。
。
チ
。
。
旨
讐
一
）
－
、
。
。

♂
Ｈ
ｄ
目
胴
豪
プ
く
ｏ
易
９
麦
く
才
－
胴
ブ
邑
序
胃
８
｛
肖
冒
邑
｝
骨
¢
曽
試
冒
書
ま
９
昌
｛
苧
２
考
ｏ
目
旨
、
、
“
。
臣
、
。
｛
、
串
。
司
。
戸
、
、
（
○
．
Ｑ
、
。
胴
。
、
｝

ｏ
ｏ
冒
事
一
畠
ぎ
訂
穿
竃
９
｛
“
一
Ｓ
Ｈ
崇
撃
事
く
◎
Ｈ
」
．
勺
．
ｏ
・
べ
）
　
こ
れ
に
対
し
て
ハ
ァ
ヴ
ェ
ィ
は
ス
ペ
ン
サ
ァ
宛
の
返
事
の
中
で
次
の

よ
う
に
言
；
い
る
；
旨
；
・
套
…
童
青
§
峯
・
二
一
…
…
；
毒
け
プ
菖
・
。
目
、
く
旨
。
、
。
い
一
目
。
。
目
毫
。
。
。
。
・
、
目
｛

冒
邑
¢
宵
ｏ
箒
胃
書
８
旨
員
¢
◎
｛
巨
さ
碁
◎
考
◎
三
く
○
彗
巨
¢
旨
¢
昌
嵩
亨
２
自
◎
｛
暮
ｏ
ア
一
、
目
｛
、
、
邑
、
ｂ
“
、
ミ
、
、
、
＼
、
ヘ
ミ
、
灼
、
、
、
・
。
、

穿
¢
＜
胃
言
冒
ｇ
巨
霧
け
ｏ
ｏ
竃
讐
８
目
易
手
算
２
胃
声
亭
彗
。
・
身
竃
０
９
串
昌
己
ｏ
ｏ
｛
亭
暮
目
一
膏
げ
、
、
・
、
、
（
（
｝
・
○
、
、
口
ｑ
。
、
＼
ｏ
Ｄ
冒
岸
三
。
や

○
ぎ
く
◎
Ｈ
．
－
ら
．
違
）
又
ハ
ア
ダ
ェ
ィ
宛
の
別
な
手
紙
の
中
で
ス
ペ
ソ
サ
ァ
は
次
の
よ
う
に
言
い
送
つ
て
い
る
、
．
、
Ｈ
考
。
自
匡
プ
轟
け
一
々

ま
。
ｎ
フ
｝
昌
尋
昌
巨
ｏ
事
ｇ
。
。
¢
邑
旨
ｏ
苧
榊
－
ざ
Ｈ
窃
彗
｛
岸
ｏ
８
一
話
◎
｛
ぎ
亘
圭
ま
プ
Ｋ
◎
一
、
。
ヴ
。
。
、
、
、
。
｛
一
、
ｏ
、
一
隼
旨
け
一
け
｛
。
。
。
一
。
、
。
Ｈ
。
。

♂
■
◎
尋
旨
巨
９
手
箒
声
勺
臣
Ｈ
｛
勺
ｏ
ｏ
事
一
｛
零
；
旨
８
ヴ
９
旨
胴
旨
¢
毒
｛
竃
冒
ｏ
考
巨
ｏ
プ
旨
・
ご
、
、
、
け
｛
。
、
｛
・
。
。
戸
げ
、
一
、
目
一
、
、
胴
、
ｏ

ま
穿
声
ｏ
Ｄ
己
罵
苫
◎
峯
目
ま
島
¢
旨
９
戸
彗
｛
書
胴
旨
¢
巨
巴
旨
岸
プ
旨
｝
（
）
ヲ
曾
き
ま
易
一
ま
け
考
、
冒
屯
一
け
げ
。
け
プ
、
、
、
ｏ
。
嘗
目
ｏ

晶
『
８
巨
昌
９
Ｈ
窒
。
・
８
毒
◎
芦
葦
一
旨
◎
罵
ｏ
毒
彗
◎
匡
曇
２
冒
｛
ヴ
¢
ｏ
毒
壬
旨
◎
考
目
。
｛
け
プ
、
、
、
。
。
戸
、
、
（
○
・
○
、
、
晒
。
、
Ｋ
Ｏ
ｏ
目
一
け
一
、
山
。
手

９
ゴ
く
◎
一
．
一
や
り
り
）

　
此
等
の
引
用
に
よ
っ
て
多
少
と
も
ハ
ア
ヴ
ェ
イ
と
ス
ペ
ン
サ
ア
の
、
従
つ
て
ス
ペ
ソ
ナ
ア
を
通
じ
て
の
シ
ド
ニ
イ
や
他
の
会
員
達

と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
同
時
に
ま
た
茸
８
雇
口
ｑ
易
と
い
う
文
学
団
体
の
消
恩
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
す
で
に
○
ｏ
オ
；
己
胃
胃
く
｛
か
ら
の
引
用
や
ス
ペ
ソ
サ
ァ
の
手
紙
の
一
節
に
よ
つ
て
知
り
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
文
学
団
体

汐

の
目
的
は
Ｇ
一
嚢
ざ
ら
旨
腎
９
で
英
語
の
詩
を
書
こ
う
と
い
う
こ
と
ノ
し
あ
つ
た
、
、
．
Ｏ
－
一
嚢
｛
§
＝
自
ｃ
け
、
。
。
。
一
色
一
｛
。
７
、
－
、
Ｈ
。
旨
。
二
一
、
ら

’
、



ぎ
轟
ま
ａ
冒
葦
¢
冒
言
＆
８
日
ｏ
ま
き
臣
冒
ぎ
尋
實
¢
ま
¢
｛
耳
ｏ
ｏ
竃
目
｛
彗
｛
ｏ
ｏ
潟
畠
員
曽
己
亭
；
｛
亀
◎
Ｈ
◎
阻
。
。
誌
ぎ
】
Ｕ
量
鼻

竃
｛
匡
胃
＜
｛
・
、
、
（
に
考
オ
里
舅
置
巳
毛
・
ｏ
｛
“
一
手
ｏ
。
零
）
　
シ
ド
ニ
イ
も
幾
つ
か
の
ｏ
Ｈ
畠
。
。
｛
ｓ
Ｈ
旨
・
旨
鶉
を
試
み
、
そ
れ
は
散
文
の

ロ
マ
ソ
ス
＼
、
ミ
ミ
§
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
が
、
価
値
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
要
す
る
に
文
学
史
的
興
味
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ｏ
◎
Ｋ
旨
昌
穿
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
、
、
弓
サ
｛
胃
ｏ
昌
け
亮
｛
；
巨
き
一
ｇ
ヴ
鼻
｝
｛
胃
¢
｛
鼻
¢
．

Ｈ
易
雪
品
葛
口
・
一
さ
至
轟
考
事
“
亭
¢
奉
¢
§
ｑ
言
冒
罵
『
ｏ
、
国
晶
Ｈ
彗
｛
オ
蔓
ま
♂
【
ｏ
｝
¢
毛
巨
｛
ｓ
毒
口
◎
｛
手
¢
き
ヘ
ミ
ｏ
ミ
、
ヘ
ミ

竃
＝
ぎ
・
葦
多
・
Ｈ
冒
冨
。
…
一
窃
・
二
訂
；
冒
竃
ま
ぎ
旨
婁
宗
ま
＆
匡
５
軍
・
・
、
冒
口
・
一
撃
勺
・
・
ミ
・
、
。
（
－
・
＞
ら
言
昌
宣

◎
や
ｏ
戸
手
ｏ
◎
◎
）
こ
の
シ
ド
ニ
イ
の
試
み
に
対
す
る
批
評
は
、
ま
た
他
の
会
員
に
も
適
用
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
こ
の
ぎ
８
勺
晶
畠
は
、
大
き
な
文
学
運
動
と
な
ら
ず
、
い
つ
の
間
に
か
消
減
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の

古
典
主
義
的
な
文
学
意
識
の
一
端
を
示
す
も
の
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
シ
ド
ニ
ィ
は
幾
っ
か
の
ｏ
－
婁
｛
・
邑
冒
腎
窃
を
試

み
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
詩
の
弁
護
」
の
中
で
は
、
こ
の
苧
８
勺
晶
易
に
就
い
て
何
等
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
体
、
シ
ド
ニ
ィ
が
文
学
活
動
を
始
め
る
前
の
英
国
文
学
は
ど
ん
な
状
態
に
あ
っ
た
か
。
当
時
は
チ
ョ
ォ
サ
ァ
が
死
ん
で
か
ら
約

百
八
十
年
ほ
ど
経
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
後
第
一
流
の
詩
人
は
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
シ
ド
ニ
ィ
白
身
が
そ
の
「
詩
の
弁
護
」
の
中

で
英
国
の
優
れ
た
詩
人
文
学
者
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
チ
ョ
ォ
サ
．
ア
、
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
夷
、
之
ミ
、
ミ
の
作
者
、
ヨ
・
庁
◎
｛

ｏ
〇
一
…
互
皇
・
ミ
ぎ
ミ
亭
き
、
ミ
一
ミ
、
の
作
者
位
に
す
ぎ
な
い
。
（
ｏ
〔
ｐ
？
品
◎
ｑ
０
Ｑ
旨
事
一
◎
？
ｏ
ぎ
く
◎
一
甲
Ｈ
８
）
（
も
っ

と
も
、
現
在
の
我
六
か
ら
す
れ
ば
、
更
に
多
く
の
名
を
附
け
加
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
が
。
）
そ
し
て
ス
ペ
ン
サ
ァ
の

§
・
き
ミ
、
ｃ
ミ
§
・
の
公
刊
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
劇
作
家
と
し
て
の
活
動
は
、
シ
ド
ニ
ィ
の
死
後
の
こ
と
ノ
し
あ
っ
た
。
も

し
彼
が
戦
傷
死
を
せ
ず
に
生
き
延
び
て
、
完
成
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ソ
の
長
篇
詩
、
上
演
さ
れ
た
シ
ェ
ィ
ク
ス
ピ
ァ
の
作
品
（
円
熟
期

　
　
フ
ィ
９
ツ
プ
・
シ
ド
３
イ
に
就
い
て
（
岡
楡
）
　
　
　
　
　
’
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
（
八
三
－
）



－

　
　
立
ポ
館
経
済
掌
（
第
一
巻
．
祭
五
・
六
景
）
　
　
．
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
（
八
三
二
）

の
）
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
彼
の
詩
論
が
ど
ん
な
変
貌
を
遂
げ
、
ど
の
よ
う
な
創
作
欲
を
刺
戟
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と

想
像
し
て
来
る
と
、
そ
の
早
逝
が
一
層
清
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
大
体
・
シ
ド
ニ
ィ
の
文
学
活
動
の
時
期
は
、
一
五
七
八
年
、
事
・
舅
箒
邑
の
宗
｛
ｏ
撃
實
家
で
行
わ
れ
た
女
王
招
宴
の
際
に
上
演

さ
れ
た
『
ざ
ト
ｓ
壱
斗
ミ
ヘ
ミ
ミ
（
＄
昌
量
－
冒
ｐ
・
。
署
¢
）
、
に
始
ま
り
、
＼
、
ミ
ミ
ミ
の
創
作
が
一
五
八
○
年
に
始
ま
り
、
＼
、
、
、
も
．

、
ミ
＼
§
、
専
ヘ
ミ
Ｎ
の
創
作
が
一
五
八
一
年
と
推
定
さ
れ
、
ま
た
」
ミ
ミ
ミ
“
亀
、
、
ミ
、
ミ
＼
ミ
ヘ
が
一
五
八
一
年
　
　
三
年

の
間
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
五
八
四
年
頃
に
は
終
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
従
つ
て
彼
の
文
学
活
動
は
僅

か
五
六
年
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
創
作
活
動
の
時
期
が
シ
ド
ニ
ィ
と
同
じ
よ
う
に
僅
か
に
数
年
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
後
代
の
キ
ィ
ツ
な

ど
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
数
年
間
の
創
作
の
量
は
必
ず
し
も
大
で
あ
る
と
は
一
言
え
な
い
。
し
か
し
、
シ
ド
ニ
ィ
の
価
値
は
量
よ

り
も
、
当
時
の
他
の
詩
人
や
詩
論
家
の
間
に
あ
っ
て
、
本
質
的
な
も
の
を
把
え
、
独
創
性
の
閃
き
を
示
し
た
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と

が
出
来
よ
う
。
特
に
、
彼
の
詩
論
に
就
い
て
、
○
．
○
ｏ
色
目
誌
巨
ｑ
に
甚
だ
興
味
あ
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
よ

う
三
〇
三
書
。
奉
冒
管
。
。
麦
ま
品
竃
ま
ま
・
。
。
三
二
石
昌
穿
邑
琴
・
・
。
一
・
一
曇
、
目
一
嘗
、
、
、
一
。
竃
。
。
、
。
。
一
。
。
。
竃
、
、
。
ｋ
、
。
。

｛
目
宗
享
＆
目
鶉
ｇ
弓
３
苧
¢
Ｈ
巨
－
サ
勇
．
｝
¢
｛
ｇ
鶉
艘
ｏ
旨
げ
巨
。
。
Ｈ
）
胃
巨
胴
与
－
、
ｇ
『
胃
ｏ
７
民
◎
８
き
ｏ
旦
■
２
、
畠
自
。
一
い
一
旨
、
、
目
胴
。
５
、
、

書
ぎ
員
－
～
；
ｇ
葦
ｏ
；
｛
０
Ｑ
塁
Ｈ
ポ
ｇ
白
ｏ
毒
一
；
事
斥
ｏ
～
一
嵩
旨
己
曾
目
・
・
１
冒
己
岸
Ｈ
・
０
Ｄ
＼
旨
昌
穿
｝
。
、
、
旺
一
二
一
一
、
二
一
、
。
考
。
ｏ
手
、
旨

Ｈ
奉
Ｈ
ｏ
冒
昌
序
｛
畠
．
室
『
．
○
Ｄ
一
一
ま
零
昌
一
昌
手
ｃ
ｇ
一
嵩
冒
一
さ
旨
ｐ
冒
一
一
Ｈ
ｇ
¢
巨
。
。
壬
冒
婁
３
■
◎
ま
－
、
胴
匡
、
。
一
目
、
一
巨
｛
、
一
胴
。
、
一
。
、
、
ガ
虐
、
一
｛

書
ｇ
巨
三
目
言
一
。
・
一
胃
．
宣
肇
ニ
ニ
。
。
…
秦
・
享
二
・
量
竃
＝
一
一
く
・
二
麦
ｐ
冬
婁
一
、
。
一
一
婁
目
胴
。
；
一
。
■
、
－
、
目

事
『
岸
ｏ
易
ま
崔
ｃ
ｏ
◎
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
－
雪
＜
¢
。
・
冒
ｏ
ヲ
自
ｏ
｛
ｏ
自
ｇ
手
一
一
一
〇
Ｄ
己
目
３
・
斤
目
¢
考
｝
雪
〆
つ
『
ｇ
・
◎
；
ｏ
弐
己
お
；
一
一
）
鳥
一
け
）
、
考
¢
Ｆ
宙
一
一
一
一
リ
一
。
。

ミ
ミ
§
三
。
・
嚢
二
奉
Ｈ
。
暮
ぎ
三
事
。
－
毒
二
了
・
一
９
彗
＝
一
員
己
二
雪
一
饒
書
；
～
旨
二
一
・
８
一
一
身
目
旨
吾
。
竈
一
、
。
罫
、
蟹
。
一
．

＼＼



¢
『
窪
９
巨
。
ま
。
げ
己
・
（
９
ｏ
・
一
旨
喜
冒
ご
籟
奉
冒
＼
艮
ｏ
ま
・
赤
冒
彗
｛
ご
け
・
、
讐
、
Ｋ
弓
、
。
。
一
、
一
目
目
一
一
、
。
宅
。
・
く
。
－
．
月
一
、

♂
０
７
目
◎
ａ
．
）

Ｈ
胃
．

－
二

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
．
シ
ド
ニ
ィ
は
美
貌
の
持
主
で
あ
っ
た
、
と
共
に
、
極
め
て
優
れ
た
資
性
の
持
主
で
あ
つ
た
。
彼
の
生
涯
を
ふ
り
か

え
っ
て
み
る
時
・
私
は
昌
巨
◎
が
そ
の
「
共
和
国
」
で
言
っ
た
よ
う
な
「
美
し
い
魂
と
美
し
い
姿
態
の
調
和
し
た
人
」
を
常
に
恩
い

出
す
。
そ
し
て
こ
の
プ
レ
ィ
ト
ォ
の
言
葉
こ
そ
、
シ
ド
ニ
ィ
に
最
も
適
し
た
讃
辞
、
て
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
二
声
邑
尋
プ
害
９
茅
書
毒
ｐ
Ｈ
。
。
；
Ｈ
プ
胃
旨
◎
臣
Ｎ
ｇ
ま
手
２
ヴ
撃
巨
書
Ｈ
♂
Ｈ
員
竃
ｑ
匡
お
け
考
◎
胃
¢
ｏ
邑
｛
目
。
、
一
。
冒
。
一
一
員
ユ
一
、
け

尋
旨
げ
¢
艘
¢
鼻
オ
鶉
け
○
｛
。
。
｛
頃
巨
ｇ
・
３
～
旨
ま
さ
サ
葛
２
自
ｏ
＼
¢
ａ
。
。
８
岸
～

　
一
〕
フ
ｏ
串
オ
¢
コ
・
戸
｛
目
｛
¢
ｏ
ｐ

　
声
目
｛
け
プ
ｏ
串
守
¢
ｏ
・
け
オ
２
Ｈ
ｏ
ｎ
◎
匡
一
¢
－
◎
く
¢
｝
ｏ
ｇ
ｎ
け
．

　
一
一
プ
箒
冒
ｐ
＼
ヴ
¢
９
ｏ
・
ｏ
・
；
箏
ｏ
ｐ
、
、

（
麦
◎
一
已
己
喜
乏
一
二
宍
目
ニ
ニ
竃
ま
三
一
身
曇
・
二
、
一
多
コ
。
、
一
。
。
ユ
、
、
、
・
。
宇
、
、
、
一
匡
一
。
。
、
、
目
。
。
一
、
工
、
、
、
；
、
、
一
．

亘
二
◎
曇
葦
＆
婁
ま
；
二
旨
・
葦
♂
一
三
書
…
竃
Ｇ
毒
茅
・
一
己
ざ
、
一
一
、
、
、
一
＝
才
。
、
桂
、
け
レ
。
二
。
、
二
§
一

毅
篶
ら
デ
、
吐
ぺ
一
」
ｉ
；

　
　
附
記
。
嘗
て
私
は
「
英
国
詩
論
史
（
上
）
－
コ
ウ
ル
リ
チ
研
究
の
一
助
と
し
て
　
　
（
同
志
杜
文
学
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
第
二
揖
、
昭
和
十
一
、
一
年
十

　
月
）
に
於
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
時
代
の
代
表
的
詩
論
家
と
し
て
シ
ド
ニ
イ
、
ペ
イ
コ
ン
、
ジ
ヨ
ン
ス
ン
の
三
人
を
挙
げ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
し
か
し
・
そ
の
時
の
シ
ド
ニ
イ
に
関
す
る
部
分
は
独
立
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
、
こ
の
小
著
は
英
国
の
意
識
的
な
詩
論
（
文
学
批
評
）
は
エ
リ
ザ

　
ベ
ス
王
朝
匡
姶
ま
る
と
考
え
・
そ
の
最
初
の
代
表
者
と
し
て
シ
ド
ニ
イ
牽
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
、
、
当
時
、
私
は
詩
論
を
中
心
と
し
て
ユ
ウ
ル
リ
ヂ

　
　
　
ワ
Ｊ
リ
ツ
プ
・
シ
ニ
イ
に
鷲
て
一
岡
橋
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
｝
一
八
一
三
一
一
）

、
ご
き
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
へ
１
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・
　
、
　
　
　
一
　
ピ
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
り
ノ
ノ
ニ
　
、
　
－
　
一
　
　
　
　
　
　
　
・
一
∴
バ
、
∴
ぺ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
、
　
　
　
ヨ
、
。
”
二
‘
、
て
ｔ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
，
－
　
二
’
’
…
～
；
’
　
”
、
青
　
　
　
．
　
　
　
．

　
車
命
館
経
済
学
（
第
、
一
巻
∴
第
五
，
・
六
号
）
，
　
　
　
　
・
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
．
：
三
〇
〇
（
八
三
四
）
、
パ

を
ま
と
め
て
読
ん
で
い
た
の
で
、
英
国
詩
論
史
上
に
於
け
る
彼
の
位
置
を
多
少
と
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
を
感
じ
、
コ
ウ
ル
リ
ヂ
を
中
心
に
置
い
て
、

彼
以
前
と
彼
以
後
と
の
比
較
研
究
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、
公
刊
さ
れ
た
部
分
は
ボ
ウ
プ
ま
で
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
コ
ウ
ル
リ
ヂ
と
現
代
の
批

評
と
の
関
係
は
、
別
の
機
会
に
発
表
し
た
「
コ
ウ
ル
リ
ヂ
の
Ｈ
冒
品
ヲ
邑
旨
論
（
同
志
杜
文
学
コ
ウ
ル
リ
ヂ
特
輯
号
、
昭
和
八
年
十
二
月
）
の
最

後
の
部
分
に
於
て
諭
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
「
フ
イ
リ
ツ
プ
・
シ
ド
ニ
イ
に
つ
い
て
」
は
、
大
体
「
英
国
詩
諭
史
（
上
）
」
を
背
景
と
し
つ
つ
、
シ

ド
…
イ
を
当
時
よ
リ
も
詳
紬
に
考
察
す
る
っ
も
り
で
、
序
論
的
な
意
味
で
書
か
れ
た
概
観
で
あ
る
、
そ
し
て
当
然
言
及
さ
れ
る
べ
き
、
或
は
も
っ
と

詳
説
す
べ
き
諾
ん
の
点
、
た
と
え
ば
、
彼
の
詩
人
と
し
て
の
活
動
、
ま
た
交
友
関
係
に
於
け
る
ジ
ヨ
ル
ダ
ァ
ノ
．
ブ
ル
ｉ
ノ
や
エ
ド
マ
ン
ド
．
ス
ペ

ン
サ
ア
筆
と
の
関
係
に
就
い
て
は
、
何
れ
他
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
う
（
尚
、
こ
の
小
文
は
最
初
の
六
行
の
後
に
、
か
な
リ
詳
細
な
年
表
を
附
し
、

シ
ド
ニ
イ
の
生
涯
の
串
来
事
を
逐
次
的
に
１
記
録
し
た
の
で
あ
る
が
、
枚
数
の
関
係
で
省
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
シ
ド
ニ
イ
の
生
涯
の
記
述
が

他
の
部
分
に
１
比
し
て
鮮
明
度
を
欠
く
が
、
止
む
を
得
な
い
。
こ
れ
も
別
の
ー
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
ふ
。
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（
一
九
五
二
年
八
月
）
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